山梨県コンクール　一部　佳作賞
しあわせな白いごはん
　　山梨大学教育学部附属小学校一年　　長田　笑愛
　おこめ一つぶのなかには、かみさまが七人いるってママがいってた。そのくらいおこめは、だいじなんだって。それから、おこめや田んぼのことをあらわすことばは、とってもたくさんあるって、じゅくのかんじのテストでしった。だから、むかしの人もおこめをたいせつにしていたんだなとおもった。
　でもいまおこめは、たくさんすてられているらしい。みんなパンをたべたり、ふとるからって、おこめをたべないようにしているんだって。わたしは、ごはんがだいすきだ。とくに、しおおにぎりがだいすきで、まい日あさごはんにパパにつくってもらう。
　だから、みんなにもいまより、まい日おにぎり一こだけ、たべてほしいとおもう。みんながまい日おにぎち一こたべれば、おこめをすてなくてよくなるかもしれないし、おこめのかみさまのおかげで、みんながもっと、げんきになるとおもった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

